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巻が完結します。巻末の総目次でご覧い47本号で<> 
ただけるように，巻頭 5，総説 7，展望 2，講座 6，原著 
30となっていますが，何よりも喜ばしいことは， 2年
来の遅刊がこれで完全にとり戻せたことで，今年度はそ
のために実質 9号分を発刊いたしました。 47巻では前
巻から引きつづいていた“あたらしい薬ヘ“診療のため
の検査"が一応所期の目的を達したものとして終了いた
します。筆者の方々にはあらためてお礼申し上げます。
一方余話や本巻から始められたさえら，らいぶらりい，
くるつふあっせんなどは，次巻も引きつづき掲載されま
すのでご期待下さい。 47巻で目立たないながらもうひ
とつ新しく始まったものに，大学院公開セミナーの抄録
掲載があります。 45，46年度の分を載せてありますが，
これも毎年度 I回は収録される予定です。。ところで前号の後記で申し上げたように昨年 12月
に編集委員の一部交替があり，井上，村越，三橋 3委員
にかわって，牧野(脳外)，東条( 1内)，金子(耳鼻)
の3氏が加入されることになりました。新委員会の全氏
名は 48巻 I号より表紙裏に掲載されますが， 48巻の刊
行計画はこれら新旧合せて 17人の手で作成され，本号
の扉にご覧の通りとなりました。
ここでとくにご注意願いたいことは 48巻が 4号まで
であることで，これは総会の承認を得なければならない
ことですが，今まで会計年度に従い l号を 5月に， 6号
を翌年 3月に発行していたものを， 歴年に従って 49巻
からは l号を 1月に， 6号を 1月に発行して， よりす
っきりした形にしたいという，編集委員会の一致した意
見にもとずくものです。内外の現行の専門誌の趨勢から
みても，このようにすべきだと考えますので，総会の折
にはなにとぞご支援，ご賛成下さい0
巻の内容も，大すじにおいてはり巻とかわりは48 <> 
ありませんが，あたらしい薬，診療のための検査が姿を
消した代りに，“あらあむ・しぐなる"が登場すること
になります。これは公害や医療問題のかまびすしい現代
において，こんな点に注意をして欲しいということを取
り上げ，臨床・社会医学・基礎を問わず，黄色いランプ
をつけてみようとする試みです。また 48巻では現在留
学中または海外在住の方におねがいして，圏外の状況を
もときおり一一高野光司氏のゲッチンゲン便りのような
ものを一一お知らせいただこうとの計画もあります。随
時お目にかけたいと思っています。
く〉 巻頭の久保先生は千葉医学会の会計幹事で，本職の
小児科教授のほか看護学校長も兼ねて居られます。その
お立場から「看護とは何ぞやJを医師も考え，患者のた
めの医療のさらなる向上をはかるべきだと訴えておられ
ます。牧野先生の総説は日進月歩の目ざましい脳外科に
おいて，保存的療法からできるだけ積極的療法へ移るべ
きであることを，過去をかえりみ，現在の技術の発展を
ふまえて説かれたもの。中山恒明元本学教授の弟さんで
あられる九段坂の中山先生の講座は，小児時息の原因と
してクローズアップされている真菌について，そのゆえ
ん，診断，治療，予防，問題点、についてまで、簡潔にまと
めて下さったものです。ともに含味していただきたいと
思います。。原著は 4編のご投稿がありましたが，本号への掲載
は簡氏の I篇のみとなりました。これは定期刊行を守る
ために，残念ながら次号廻しの処置をとったもので，ご
了承いただきたいと思います。末尾にある人名索引は今
回より始めたものです。はじめは物件索引もという声も
ありましたが，諸種の事情で見送りとなりました。ご感
想をお聞かせ下さい。
く〉 最後に，世界的な抄録紙である Chemicalabstract 
に本誌の内容が正式に載ることになりました(従来は 
lndex Medicus，Excerpta Medicaなどに部分的に掲
載されている程度)。本発誌展のひとつのあかしとして
ご同鹿の至りに思います。(萩原亦四郎)
千葉医学会雑誌 48巻
は I号 (5月)
"，，4号 (11月)
千葉医学会総会 がつぎのように行なわれます。と予定下さい。
で完結します。 49巻から l号(l月)，....，6号1月) 昭和 47年 5月 13日(土)
とし以後歴年の隔月刊となります。 千葉大学医学部記念講堂
